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開聞欝綿綿

6　月25　日　鬼津に　て

人　　口　　　15，690人（＋　22）

男　　　　　　7，550人（＋　7）

女　　　　　8．140人（＋15）

世指数　　　　4．380声（＋12）
腰　　入　　86　　　振　　出　69

出　　生　14　　　死　　亡　9

（）内は前月　比

＊　7　月　の説金＊

固定資産税（第2期）
納期限　　7　月25日（月）まで

この社会　あなたの税が　生きている
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献血者に対する各種血液検査

病気の早期発見と予防のため（こ、次のサービスを行っています。

接∴童　の　種　類

鑓血をどのチェック

A型、0型、B型、AB型の測定

特殊血液型（2京大）の測定

輸血副作用を起こす抗体のチェック

梅毒感染の防止

血浦肝炎病源休のチェノク

急性肝炎、肝旺機能脾雷のチェノク

発症、動脈硬化等のチェック

むくみや、栄糞不良等のチェソク

肝硬変等のチェック

胆道隠重、骨俵急の巌頒び妊婦等のチェ1ク

蹄機能不全等のチェック

血液比重測定

ABO式血液型測定

Rh式血液型測定

抗体スクリ一二／グテスト

梅毒血清学的検査

HB抗源の検査

肝機能（COT）の検査

血清コレステロール測定

血清たんばく質の測定

血清蛋白アルナミノ対ブロブiI／比

アルカリフォスターで検査

原索・窒素測定

献血ありがとう
6月10日実施しました献血には、

多数の参加をいただき、厚くお礼申

上げます。結果は次のとおりでしす。

献血参加者　1錦名

採　血　者　150名

不　適　者　13名

献
血
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
9
七
月
、
こ
れ
か
ら
暑
い
夏
を
迎

え
よ
う
と
す
る
こ
の
時
期
に
、
献
血
を
す
る
　
ー
　
た
め
ら
う
人
も
多

い
で
し
ょ
う
。
た
だ
で
さ
え
疲
れ
ぎ
み
な
の
に
血
を
と
る
な
ん
て
と
。

で
も
、
そ
ん
な
人
に
こ
そ
献
血
を
お
す
ず
め
し
た
い
の
で
す
。

り
ま
す
。

回
復
の
遅
い
赤
血
球
で
も
、
四
週
脚
ぐ

ら
い
で
元
の
数
に
も
ど
り
ま
す
。
さ

あ
、
怖
か
ら
す
に
　
〝
献
血
体
験
，
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

健
康
管
理
に
も

役
立
つ
献
血

さ
ら
に
、
献
血
し
た
人
に
は
血
液
に

含
ま
れ
て
い
る
タ
ン
パ
ク
、
コ
レ
ス
テ

気
持
ち
が
通
う
、

あ
の
人
に
こ
の
人
に

献
血
す
る
の
は
二
百
∝
、
牛
乳
ぴ
ん

だ
と
約
一
本
分
で
す
。
こ
の
二
百
∝
と

い
う
の
は
、
さ
ほ
ど
多
い
丑
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
一
回
の
献
血
盤
は
、
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
で
、
薄
遇
四
百
五
十
臓
、
お

勝
り
の
韓
国
で
は
三
百
二
十
∝
で
す
。

献
血
後
は
、
二
～
三
時
間
で
血
液
証

が
回
復
し
、
血
液
成
分
の
う
ち
で
殿
も

だ
れ
で
も
献
血
で
き
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
条
件
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
〝
健
康
で
あ
る
こ
と
〟
で
す
。
献
血

の
緬
に
お
産
者
さ
ん
が
堪
能
状
態
を
調

べ
る
の
は
こ
の
た
め
で
す
。
で
す
か

ら
、
献
血
で
き
る
こ
と
は
、
み
な
だ
が

健
康
で
あ
る
こ
と
の
一
つ
の
目
安
と
な

ロ
ー
ル
な
ど
の
項
目
の
検
査
結
果
（
後
　
′
　
　
　
　
　
　
　
　
要
と
し
て
い
る
成
分
こ
と
に
使
わ
れ
ま

日
郵
送
し
享
）
を
報
え
そ
く
れ
ま
　
監
さ
れ
蓋
は
、
霊
球
、
白
血
す
。
つ
ま
。
・
あ
る
人
に
は
雷
撃
　
献
血
の
手
順

す。

球
、
血
小
板
な
ど
成
分
ご
と
に
分
け
ら
　
他
の
人
に
は
血
小
板
だ
け
と
い
う
具
合

誰
騰
霊
能
需
姉
語
錆
増
塁
続
琵
続
彊
塁
一
人
の
H
図
日
日
日
回
田

評
議
語
分
の
欝
髭
「
′
言
言
　
…
　
つ
i
高
点
＝
星
組
持
出
肝
当
…
「
I
r

比
　
重
　
測
　
定

血
液
型
仮
判
定

血
　
圧
　
測
　
定

問
　
　
　
　
診
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㊧の彿勢●㊨胸⑭●⑲か㊨観㊧同㊨●翁のQi

火の用心　心で用心　目で用心
田　圃　園　田　園　田　団　田　圃　班副副分　別国

分　分　団　聞　　返
貝　貝貝貝，員貝　異風，員i炭団　団長喪∴艮団

長長　　　　　者

赤　山　刀　白　添舛矢春原倉山井柴舛石
墨　本　丸石　田　添野木　　光中　ロ　田　添松

征

本部員のみなさん

矢野、柴田、山中、畑生、舛添

池田、吉野、石松、毛利

翁
の
㊨
事
の
録
㊨
Q

貯
ダ
ー
○
ヽ
ノ
m
F
一
十
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

防
ご
う
非
行
∴
∴
∴
∴
掴

助
け
よ
う
立
ち
回
り
叶

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

月7

す
べ
て
の
国
英
の
願
い

は
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い

明
る
い
社
会
実
現
で
し
ょ

う
。
し
か
し
な
が
ら
少
年

非
行
は
、
依
然
と
し
て
増

塊
に
あ
り
、
数
的
に
は
戦

後
最
高
と
在
っ
て
い
ま
す

し
、
内
容
的
に
は
、
両
親

が
そ
ろ
い
、
経
済
的
に
も

問
題
の
な
い
一
般
家
庭
の

必
年
や
低
年
齢
屈
の
少
年

に
よ
る
非
行
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
処

す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
関
係
機
関
、
剛

体
は
も
と
よ
り
、
看
庭
、

撃
校
、
職
域
、
更
に
は
地

域
住
民
－
人
ひ
と
り
が
力

を
合
わ
せ
、
少
年
の
非
行

防
止
と
非
行
に
陥
っ
た
少

年
の
更
生
接
助
の
た
め
の

地
域
活
動
を
禎
極
か
つ
強

力
に
稚
進
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
今
年
も
重
点
目

標
を
「
地
域
活
動
の
推
進

に
よ
る
少
年
の
非
行
防
止

更
生
の
援
助
」
　
に
註
か
れ

ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
、
犯

罪
の
合
い
明
る
い
社
会
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

更
生
保
護
募
金
協
力
の
お
願
い

犯
罪
者
の
予
防
と
更
生
　
　
尾
∴
騒
　
高
崎
博
愛
氏

を
目
的
と
す
る
事
業
運
営
　
　
鬼
　
津
　
信
行
雪
鴻
氏

資
金
と
し
て
「
更
生
保
護
∴
i
遼
費
用
　
矢
内
　
翠
氏

密
業
授
助
募
金
」
　
へ
の
ご
　
　
別
　
府
　
山
中
　
京
氏

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
本
　
守
　
高
崎
重
徳
氏

本
町
の
保
護
司
は
次
の
　
　
虫
生
津
　
毛
利
秀
済
民

方
々
で
す
。
●

の
鈴
の
●
㊧
佃
鯵
●

遠
賀
町
消
防
団

退
団
者
・
入
園
者
の
紹
介

俊
鬱
∴
在
臨

八
郎
∴
〃

一郎　〃
直
撃
∴
〃

圭介　〃
和美　〃

蕃治　〃博∴〃

英昭　〃
秀昭　〃

定
離
∴
〃

定
信
∴
〃

隆夫　〃
良
雄
∴
〃

周一　〃

三
十
四
年
（
上
別
府
）

三
十
四
年
（
岩
　
松
）

二
十
二
年
（
今
音
波
）

二
十
一
年
（
鬼
　
津
）

I
六
年
（
別
　
府
）

十
年
（
木
　
守
）

六
年
（
新
　
町
）

四
年
（
遠
質
用
）

一
年
（
忠
∴
灘
）

一
年
（
嵐
　
津
）

十
三
年
（
老
　
良
）

四
年
（
出
生
津
）

二
年
（
虫
生
津
）

二
年
（
渠
　
町
）

二
年
（
菓
　
町
）

＼

　

＿

入
園
者

松
非
　
力
（
遠
賀
川
）
　
花
田
秀
和
（

遠
賀
川
）
　
木
村
幹
雄
（
旧
鮮
）
　
永

浦
砧
樹
（
新
町
）
　
芳
村
正
博
（
木
等

）
　
田
中
哲
雄
（
末
寺
）
　
太
田
践
彦

（
木
守
）
　
木
村
陛
冶
（
木
守
）
　
牛

浜
諮
雄
（
今
古
賀
）
　
薬
∴
和
紙
　
（
別

賄
）
潮
見
夷
道
（
別
晴
）
　
岡
村
政
治

（
砦
松
）
　
舛
添
　
計
　
（
若
松
）
　
舛

添
修
治
（
若
松
）
　
瀬
田
隆
二
　
（
尾
崎

）
　
石
松
∴
昭
（
上
別
妬
）
　
原
田
穂

別
（
客
員
）
　
平
馬
　
明
（
菓
町
）

白
石
　
信
（
東
町
）
衆
∴
俊
一
（
虫
生

隷
）
桑
原
梅
雄
（
出
生
津
）

昭
和
5
0
年
蜜
本
部
員
紹
介

団
　
長
　
　
吉
野
兎
遊
（
虫
生
郎
）

副
団
長
∴
∴
池
田
紀
樹
（
若
　
松
）

〃
　
　
　
石
松
芳
城
（
上
別
府
）

分
団
長
∴
∴
柴
田
康
則
（
遠
賀
川
）

〃
∴
∴
∴
－
畑
生
敏
士
（
尾
∴
崎
）

〃
　
　
　
毛
利
昇
二
　
（
虫
生
津
）

副
分
聞
長
　
矢
野
脱
帽
（
広
　
漠
）

〃
　
　
　
舛
添
忠
距
（
諾
∴
松
）

〃
　
　
　
山
中
隆
治
（
士
別
府
）

昭
和
5
7
年
度
中
に
退
団
さ
れ
ま
し
た

皆
さ
ん
、
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
犠
牲

と
奉
仕
の
椚
神
を
も
っ
て
消
防
活
動
に

描
励
さ
れ
た
事
に
対
し
、
ま
た
ご
家
族

の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
対
し
心
よ
り
感

謝
い
た
し
ま
す
。
な
お
新
入
団
員
の
皆

さ
ん
、
一
日
も
早
く
精
防
縮
袖
を
身
に

付
け
ら
れ
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
こ
家
族
の
こ
協
力
も
合
わ
せ
て
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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園園

日

▽▽
出場

目所

「頼もしいナ遠賀町消防団」
遠賀町消防団では、吉野新田長のもとで新入団員20名を

迎え、春季総合訓練を5月15日（日）浅木小学校グラウン

ドと山田川で行いました。

不時の災薯に対応できる消防団貝の育成を目的として、

小隊訓練、機関（揚水）訓練等を実施しました。

＼
＼

n
U

ノ／

遠
賀
都
市
計
画
の
変
更
（
知
事
決
定
）
の

図
書
の
縦
覧
を
行
い
ま
す

都
市
計
画
法
に
基
づ
き
、
図
番
の
縦

覧
を
行
い
ま
す
。

▽
都
市
計
画
の
謡
類
及
び
名
称

遠
賀
都
市
計
画
公
園
6
・
4
・
1
遠

賀
総
合
連
駒
公
園

盆
踊
り
請
習
会
を
開
き
ま
す

▽
縦
覧
場
所

福
岡
県
庁
土
木
部
都
市
計
画
課
及
び

遠
賀
町
役
場
企
画
課

町
　
営
「
遠
　
賀
　
霊
　
園
」

好

　

評

　

販

　

売

　

中

サ
ー
ク
ル
会
員
募
集
の

原
語
を
募
集
中

町
内
の
各
サ
ー
ク
ル
代
表
者
の
み
な

さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

広
報
7
月
2
5
日
号
で
夏
の
サ
ー
ク
ル

会
員
募
集
（
体
育
系
・
文
化
系
）
を
掲

繊
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
機
会
に
舞
楽
さ
れ
る
サ
ー
ク
ル

が
あ
れ
ば
、
サ
ー
ク
ル
名
・
場
所
・
曜

日
・
会
費
・
対
象
・
会
員
数
・
間
合
先

等
を
請
人
の
上
、
1
月
5
日
（
火
）
ま

で
に
役
場
庶
務
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ

な
お
、
締
切
以
降
の
受
付
は
い
た
し

ま
せ
ん
。

巨
艦
鞄
撹
膚
照
会

恒
例
の
盆
踊
り
講
習
会
を
開
き
ま
す

の
で
皆
様
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
　
時
　
昭
和
5
0
年
7
月
9
日
（
土
）

1
9
時
か
ら
（
約
二
時
間
）

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

o
子
ど
も
タ
ン
ト
節

e
南
海
の
黒
豹

。
交
通
安
全
音
頭

。漉敬

ー

i

●

l

i

香
　
典
　
返
　
し

次
の
万
々
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
こ
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た。

心
か
ら
故
人
の
こ
冥
福
を
お
祈
り
し

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
山
木
　
製
様

（
広
波
）
山
本
美
子
様

故
吉
田
三
千
年
様

（
千
代
丸
）
吉
田
梯
子
様

故
喜
住
鏑
代
様

（
今
古
賀
）
吉
住
芳
職
様

故
占
都
政
周
縁

（
渋
木
）
古
都
廷
男
様

敵
中
川
和
馬
様

故
小
川
　
崇
様

（
東
和
苑
）
小
川
　
泉
嫌

I

I

I

I

I

I

t

J

▲

〇

・

一

一

一

i

i

i

i

毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

▽
試
験
日
　
昭
和
5
8
年
8
月
3
日
（
水
）

∇
試
験
場
　
西
南
学
院
大
学

（
福
岡
市
早
良
区
画
新
）

▽
受
付
期
間
　
6
月
1
6
日
～
6
月
3
0
日

∇
試
∴
験
　
。
野
瀧
試
験
（
法
規
、
塞

腿
化
学
、
性
質
、
貯
蔵

取
扱
方
法
）

。
実
地
試
験
（
試
別
、
取

扱
力
法
）

詳
細
に
つ
い
て
は
、
遠
賀
保
健
所

㊨
（
2
0
1
）
　
4
1
6
1
へ
ど
う
ぞ
。

移
動
県
政
相
談
が

開
か
れ
ま
す

県
で
は
、
移
動
県
政
相
談
を
開
設
し

ま
す
。
年
金
、
福
祉
、
道
路
、
河
川
、

衛
生
公
聾
、
消
費
生
活
、
交
通
部
故
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

お
気
嬢
に
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
　
時
　
同
和
5
8
年
7
月
2
2
日
（
金
）

1
3
時
－
1
6
時

▽
場
∴
所
　
岡
垣
町
東
部
公
民
館

詳
細
に
つ
い
て
は
、
柿
間
県
総
務
部

広
報
室
。
衛
0
9
2
（
6
5
1
）
1
2

3
4
へ
ど
う
ぞ
。

税
務
大
学
校
学
生
募
集

税
務
大
学
校
に
は
、
国
家
公
務
員
採

用
初
級
試
験
（
税
務
）
に
合
格
し
、
税

務
職
員
に
採
用
さ
れ
た
人
が
入
校
し
ま

す。▽
試
験
H
∴
附
加
5
8
年
同
月
2
日
（
日
）

∧
一
次
試
験
＞

▽
試
験
場
　
北
九
州
市
外
十
三
カ
所

▽
受
付
期
間
　
1
月
6
日
－
1
月
1
4
日

▽
受
験
淡
路
　
鵬
和
3
8
年
4
月
2
日
－

附
加
4
1
年
4
月
1
日
生

ま
れ
の
者

▽
印
込
持
提
出
先
　
縞
関
前
博
多
区
博

多
駅
菓
2
丁
目
H
の
1

人
雄
院
九
州
軍
務
局

詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
岡
国
税
局

㊨

0

9

2

（

4

1

1

）

0

0

3

1

へ

ど

う
ぞ
。
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バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
を
開
き
ま
す

圏

体
育
協
会
主
催
、
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

協
会
主
管
で
、
遠
賀
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

▽
日
　
時
　
昭
和
5
0
年
1
月
3
日
（
日
）

開
会
式
9
時

試
合
開
始
9
時
0
0
分

▽
場
　
所
　
浅
木
小
学
校
体
育
館

▽
競
技
謹
白

o
ダ
ブ
ル
ス
A
級
・
B
級

。
シ
ン
グ
ル
ス
男
女
各
A
級
・
B
級

（
三
年
未
満
初
心
者
は
B
級
）

∇
申
込
締
切
日
　
6
月
0
0
日
（
木
）

▽
申
込
先
　
別
　
府
　
長
谷
川
　
進

㊨

（

2

9

3

）

1

7

6

4

第
六
回
軟
式
庭
球
大
会
を
開
き
ま
す

体
育
協
会
主
催
、
町
軟
式
庭
球
連
盟

主
管
で
、
第
六
回
軟
式
庭
球
大
会
を
開

催
し
ま
す
。

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

▽
日
　
時
　
昭
和
5
8
年
1
月
3
日
（
日
）

受
付
9
時
－
1
0
時

開
会
式
1
0
時

試
合
開
始
1
0
時
1
0
分

▽
申
込
み
　
当
日
会
場
に
て
受
付

詳
細
に
つ
い
て
は
、
勤
労
者
体
育
セ

ン
タ
ー
　
㊥
（
2
9
3
）
5
4
3
4
へ

ど
う
ぞ
。

技
能
向
上
訓
練
生
募
集

八
幡
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は
、
働

い
て
い
ろ
み
な
さ
ん
の
知
識
・
技
能
の

向
上
の
た
め
次
の
「
技
能
検
定
等
各
種

資
格
取
得
避
備
講
習
会
」
を
開
い
て
い

ます。
▽
詣
習
実
施
科
　
鋳
造
・
機
械
・
仕
上

げ
・
板
金
・
溶
接
・
短
気
工
事
・
配

管
・
製
缶
の
各
科

▽
訓
練
コ
ー
ス
　
。
土
曜
・
日
曜
っ
－

ス
　
。
平
日
昼
間
コ
ー
ス
　
o
平
日

夜
間
コ
ー
ス

▽
受
講
料
　
千
円
～
五
千
円

詳
細
に
つ
い
て
は
、
八
幡
西
区
穴
生

三
丁
目
5
の
1
　
八
幡
技
能
開
発
セ
ン

タ
ー
　
田
（
6
4
1
）
4
9
0
6
へ
ど

うぞ。

救
急
法
講
習
会
開
催

事
故
を
防
止
し
、
緊
急
時
に
必
要
な

処
種
が
で
き
る
よ
う
正
し
い
救
急
法
の

知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
請

習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▽
日
　
時
　
昭
和
5
8
年
7
月
独
白
（
日
）

5
0
日
（
土
）
・
3
1
日
（
日
）

の
三
日
間

9
時
～
1
7
時

∇
場
　
所
　
日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支

郵
（
福
岡
市
南
区
大
輔
）

▽
講
習
内
容
。
救
急
法
概
論

o
救
急
蘇
生
法
と
止
血

。
外
傷
と
急
病
に
つ
い
て

o
救
護
に
つ
い
て

詳
細
に
つ
い
て
は
、
遠
賀
町
役
場
福

祉
課
へ
ど
う
ぞ
。

福
岡
県
警
察
官
募
集

▽
試
験
日
　
昭
和
5
8
年
1
月
3
1
日
（
臼
）

▽
試
験
場
　
北
九
州
市
・
福
岡
市

▽
受
付
期
間
　
6
月
1
5
日
～
7
月
1
4
日

▽
採
用
予
定
者
　
百
二
十
人

▽
受
験
費
格
　
昭
和
3
1
年
4
月
2
日
－

昭
和
3
7
年
4
月
1
日
生
ま

れ
の
男
子
で
大
卒
ま
た
は

来
年
3
月
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
者

▽
試
　
験
　
教
護
試
験
、
論
文
試
験
、

身
体
検
査

詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
岡
県
欝
察
本

部
群
落
謀
採
用
係
　
㊨
0
9
2
（
6
2

2
）
0
7
0
0
へ
ど
う
ぞ
。

「
暑
か
っ
雪
上
∴
莱
璽
舞
欝

5
月
約
日
（
月
）
駅
南
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
陸
上
カ
ー
ニ
バ
ル
競
技
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
非
常
な
葛
さ
の
中
で
し
た
が
、
選
手
一
同
最
後
ま
で
、

よ
く
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
成
就
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
タ
イ
ム
に
よ
る
一

位
の
み
）

▽
中
学
生
の
都

・
女
子
朋
肋

（
一
年
）
牧
　
珠
鮨

（
二
年
）
村
田
征
子

（
三
年
）
永
浦
房
子

・
女
子
別
納

（
二
年
）
村
田
征
子

（
三
年
）
永
浦
房
子

・
女
子
脚
m

（
一
年
）
奥
佐
由
理

（
三
年
）
上
原
由
香

・
男
子
M
m

（
一
年
）
平
的
勝
己

（
二
年
）
小
西
政
明

（
二
年
）
池
田
智
信

（
三
年
）
屋
島
孝
司

・
男
子
…
∵
m

（
二
年
）
城
崎
知
至

（
三
年
）
今
永
和
洋

・
男
子
1
5
0
0
m

（
一
年
）
町
頭
政
尚

（
二
年
）
石
井
恵
一

（
三
年
）
今
永
和
洋

▽
一
般
の
都

・
男
子
l
0
0
m

（
松
ノ
木
）
高
橋
英
則

1
5
秒
1

1
4
秒
8

1
4
秒
1

3
2
秒
1

0
0
秒
1

2
分
5
7
秒
5

2
分
4
8
秒
4

1
4
秒
0

1
2
秒
1

1
2
秒
7

1
2
秒
3

6
5
秒
0

6
1
秒
0

5
分
2
3
秒
2

4
分
4
6
秒
5

4
分
姐
秒
1

1
2
秒
8

・
男
子
5
0
0
0
m

（
松
ノ
木
）
高
橋
突
刺
1
7
分
5
2
秒
2

「
走
れ
／
走
れ
／

時
間
は
止
ま
っ
て
は
く
れ
な
い
」

・
小
学
生
女
子
剛
m

（
五
年
）
梅
本
綾
子
　
1
6
秒
4

（
六
年
）
前
田
　
栄
　
1
6
秒
0

・
小
学
生
男
子
畑
m

（
五
年
）
毛
利
　
溝
　
1
5
秒
7

（
六
年
）
高
橋
達
也
　
1
5
秒
2

・
男
子
1
0
0
m

（
4
0
歳
代
）
毛
利
艶
美
　
1
2
秒
6

（
5
0
歳
代
）
山
崎
昭
男
　
1
2
秒
9

・
男
子
5
0
0
0
m

（
4
0
歳
代
）
毛
利
競
突
約
分
1
7
秒
4

（
5
0
歳
代
）
熊
部
昭
二
2
1
分
5
5
秒
3

（
0
0
載
代
）
松
尾
錬
成
殊
分
2
9
秒
4
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本がたくぎーん増えたヨ．／
－児童図書室－

中央公民館内児紺緋i‡笠では、たくさん本を用意し
てよい子のみなさんの来館をお待ちしています。

△利用できるのは
o火曜日一土同日　9時－17時

o日曜日　　　　　9時－12時

「テレビ見るより楽しいナ」6月4日

タ
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト

＆
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
〟

〝
遠
賀
町
に
誕
生
〟

5
月
2
2
日
、
公
民
館
別
館
で
〟
福
岡

県
連
盟
遠
賀
二
田
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
〟
の

発
団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
町
長
を
は
じ
め
多
数
の
来

賓
の
見
守
る
中
、
十
八
名
の
団
員
が
力

強
く
宣
雷
を
行
い
、
今
後
の
活
動
を
約

束
し
ま
し
た
。

絹

詔

鶉

サ

「
み
ん
な
仲
良
し
に

な
っ
ち
ゃ
っ
た
」

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
自
己
開

発
、
人
と
の
交
わ
り
、
自
然
と
共
に

の
三
つ
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
柱
と
し
て
、

ゲ
ー
ム
を
す
る
よ
う
に
楽
し
み
な
が
ら

社
会
の
一
嵐
と
し
て
の
役
割
を
身
に
つ

け
て
ゆ
き
ま
す
。

今
後
の
活
動
が
楽
し
み
は
カ
ブ
ス
カ

ウ
ト
〃
と
、
′
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
〟
。

き
み
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

○

カ

ブ

ス

カ

ウ

ト

▽
聞
合
先
　
遠
賀
川
　
今
橋
由
助

㊨
（
2
9
3
）
　
0
0
3
8

o
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

∇
間
合
免
∴
新
　
町
　
軸
内
明
子

㊨
（
2
9
3
）
　
1
7
8
6

ち
ょ
っ
と
奥
様

天
ぷ
ら
鍋
に
ご
用
心
〃
‥

ま
た
6
月
5
日
に
は
、
遠
賀
町
に
ガ

ー
ル
・
ス
カ
ウ
ト
も
発
団
し
ま
し

た
。
福
岡
県
第
六
郎
プ
ラ
ウ
ニ
－
部
門

で
、
小
学
校
一
年
か
ら
三
年
ま
で
の
十

三
名
が
メ
ン
バ
ー
。
来
年
に
な
る
と
ジ

ユ
ニ
ア
部
門
が
で
き
る
予
定
で
す
。

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
は
「
や
く
そ
く
」

と
「
お
き
て
」
が
教
育
基
艦
と
な
っ
て

お
り
、
「
同
じ
年
こ
ろ
の
少
女
達
が
グ

ル
ー
プ
を
作
り
、
グ
ル
ー
プ
活
動
の
巾

で
楽
し
み
な
が
ら
、
心
豊
か
に
、
創
造

性
を
装
い
、
実
生
活
に
役
立
つ
授
術
を

身
に
つ
け
、
将
来
立
派
な
婦
人
と
な
る

よ
う
、
ま
た
現
存
お
か
れ
て
い
る
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
人
の
役
に
立
つ
こ
と
」

最
近
、
遠
賀
郡

内
で
天
ぷ
ら
鍋
に
よ
る
火
災
が
続
い
て

起
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
に
お
け

る
火
災
発
生
の
大
半
を
占
め
て
い
ま
す

の
で
、
次
の
こ
と
に
注
慈
し
で
火
災
に

な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
ち
ょ
っ
と
の
別
事
で
も
、
そ
の
場

を
離
れ
ろ
崎
は
火
を
消
す
習
慣
を
つ
け

る。

◎
コ
ン
ロ
の
ま
わ
り
を
整
理
整
頓

し
、
耐
火
ボ
ー
ド
等
で
不
燃
化
の
工
夫

を
す
る
。

す
。
消
火
器
が
近
く
に
な
い
時
は
、
滞

れ
た
タ
オ
ル
な
ど
で
硬
い
か
ぶ
せ
る
よ

う
に
し
て
消
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

絶
対
に
水
は
か
け
な
い
こ
と
。

油
は
い
っ
た
ん
火
が
お
さ
ま
っ
た
よ

う
で
も
再
び
燃
え
出
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
最
後
ま
で
確
認
を
お
忘
れ
な

管
内
火
災
・
救
急
件
数

1
月
か
ら
5
月
末
ま
で

も

し

天

ぷ

ら

鍋

の

油

が

∴

燃

え

出

し

た

ら

こ
の
時
は
、
ま
ず
ガ
ス
栓
を
し
め
ろ

こ
と
が
重
要
で
す
。
消
火
課
を
使
う
時

は
、
最
低
五
m
か
ら
二
m
離
れ
た
所
か

ら
放
射
し
ま
す
。
近
く
で
砥
接
放
射
す

る
と
油
が
は
ね
か
え
っ
た
り
、
鍋
を
び

っ
く
り
か
え
し
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
粉
末
消
火
潜
の
場
合
は
、
湖
面

を
覆
う
よ
う
に
放
据
す
る
の
か
コ
ツ
で



（7）　置○箇勉餅　　　　　　　　　　　　　　　第317号

㈲

木
　
　
結

締
と
い
え
ば
布
団
と
い
う
く
ら
い
ピ

ン
と
く
る
が
、
布
団
綿
や
衣
料
も
最
近

五
つ
、
ゆ
か
た
二
百
二
十
七

コ
使
う
そ
う
で
あ
る
。

勿
論
、
こ
れ
ら
の
繊
維
は

鮒
の
実
か
ら
糸
、
そ
し
て
布

養
　
蚕
　
㈲

シ
ル
ク
ロ
ー
ド

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
い
う
言
葉
は
、
今

で
は
知
ら
ぬ
人
も
な
い
く
ら
い
テ
レ
ビ

で
お
馴
染
番
組
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
を
日
本
語
に
約
す

と
案
外
御
存
じ
な
い
方
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
す
な
わ
ち
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
は
、
紀

の
道
と
い
う
態
で
呼
び
名
は
繊
細
な
縄

の
イ
メ
ー
ジ
を
連
想
さ
せ
、
い
か
に
も

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
響
き
を
も
っ
て
い

ろ。

こ
の
名
付
け
親
は
、
1
9
世
紀
の
ド
イ

ツ
の
地
理
学
者
リ
ヒ
ト
ポ
ー
フ
ェ
ン
と

い
う
人
だ
そ
う
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
内
陸
ア
ジ
ア
を
横
断
し
て

東
洋
と
西
洋
を
績
ん
だ
古
代
通
商
路
で

ある。中
国
は
前
漢
の
武
帝
（
今
か
ら
一
二

四
二
年
か
ら
二
〇
七
〇
年
前
の
人
）
に

よ
っ
て
西
城
の
経
営
が
行
わ
れ
る
と
、

中
国
と
西
方
諸
国
を
結
ぶ
東
西
貿
易
が

活
発
と
な
り
西
方
ア
ジ
ア
の
特
産
物
が

中
国
に
、
中
国
か
ら
は
網
を
西
方
に
運

ん
だ
。
だ
か
ら
絹
の
道
と
呼
ん
だ
の
で

あ
ろ
う
。
ギ
リ
シ
ャ
人
や
ロ
ー
マ
人
は

こ
の
頃
、
中
国
を
「
セ
リ
カ
」
す
な
わ

ち
「
鮪
の
国
」
と
呼
ん
だ
と
い
わ
れ
ろ

の
も
、
中
国
の
縄
が
珍
重
さ
れ
、
い
か

に
重
要
な
貿
易
商
品
で
あ
っ
た
か
を
示

し
て
い
る
。

テ
レ
ビ
で
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
ど
ろ
ん

と
し
で
使
わ
れ
る
の

で
あ
り
、
文
夫
で
あ

る
か
ら
一
枚
の
着
物

が
二
代
も
三
代
も
詳

継
が
れ
、
最
後
は
裂

き
繊
ま
た
は
ポ
ロ
織

と
呼
ば
れ
る
衛
や
ド

ン
ザ
と
い
う
作
業
衣

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
に

利
用
さ
れ
た
。

大
正
の
初
期
頃
ま

で
は
製
糸
熔
具
の
「
糸
つ
む
ぎ

機
」
　
「
糸
車
」
な
ど
や
、
袖
を

織
る
「
は
た
」
も
見
る
こ
と
が

で
き
た
が
、
今
で
は
昔
の
遺
物
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

（
吉
野
　
千
年
）

に
な
ら
れ
た
方
な
ら
誰
で
も

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
瞼
し
い

山
々
を
越
え
、
炎
熱
焼
く
が

如
き
砂
漠
を
渡
っ
て
一
万
数

千
キ
ロ
、
渇
き
き
っ
た
道
々

を
キ
ャ
ラ
バ
ン
た
ち
は
、
鮪

や
玉
を
背
負
っ
て
、
西
に
東

に
文
化
を
運
び
つ
づ
け
、
さ

ら
に
仏
教
や
イ
ス
ラ
ム
教
を

伝
え
ろ
な
ど
東
西
文
化
の
交

流
に
果
し
た
役
割
は
、
じ
つ

に
大
き
か
っ
だ
。
し
か
る
に

海
上
交
通
の
発
展
と
と
も

に
、
こ
の
道
は
次
第
に
襲
え

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
化
学
繊
維
が
多
い
。

絹
の
木
は
、
今
で
は
あ
ま
り
見
ろ
こ

と
も
で
き
な
い
が
、
花
が
落
ち
子
房
が

で
き
、
こ
れ
が
大
き
く
な
る
と
「
コ
ッ

ト
ン
ポ
ー
ル
」
と
呼
ば
れ
る
紙
の
実
が

で
き
る
。
こ
れ
が
木
綿
の
も
と
で
あ

る。

で
は
次
の
製
品
を
つ
く
る
の
に
綿
の

実
は
何
個
い
る
か
と
い
う
、
テ
レ
ビ
で

お
馴
染
の
面
白
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
よ
れ

ば
、
4
8
筒
平
方
の
ハ
ン
ケ
チ
一
枚
に
九

つ
、
紳
士
用
半
袖
の
肌
着
（
M
）
五
十
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にぎわったサツキ盆栽展

サツキ愛好会のみなさんが、5月28日から30日まで中央公民

館でサツキ盆栽展を開きました。

みごとな赤や白・ピンクなど色とりどりの花をつけたサツキ

約百点が展示され、多くの来訪者でにぎわいました。

ei 薄絹 簸謡／－、／ 身（． �／離 宮 　； 圏断 

∴青∴ 「■∴∴∴ 

事∴　　守・こ． 

会
を
開
き
ま
す

「
差
別
な
ん
か
、
し
て
な
い
」
で
も

残
念
な
こ
と
に
差
別
謡
件
は
依
然
と
し

て
お
こ
り
続
け
て
い
る
の
で
す
。

7
月
は
、
同
和
問
題
啓
発
強
調
月

間
。
町
民
の
み
な
さ
ん
多
数
の
ご
参
加

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
日
　
時
　
昭
和
5
8
年
1
月
9
日
（
土
）

1
3
時
0
0
分
－
1
5
時
0
0
分

∇
掲
　
所
　
中
央
公
民
館

▽
講
　
師
　
北
九
州
市
教
育
委
員
会

井
上
重
人
民

▽
演
　
題
　
差
別
の
な
い
社
会
を

築
く
た
め
に

根
強
　
い
　
差

さ
き
こ
ろ
、
遠
賀
町
で
行
い
ま
し
た

も
ん
だ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ん
か
ら
よ
～
ふ
ん

「
同
和
問
題
に
つ
い
て
の
遠
賀
町
民
の

意
識
」
の
中
で
、
次
の
よ
う
な
問
題
に

つ
い
て
き
い
て
み
ま
し
た
。

あ
ら
く
　
　
　
　
　
　
が
ん
∴
∴
∴
∴
‥
γ

・
あ
な
た
は
、
部
活
問
題
に
関
す
る
徹

し
ゆ
～
か
い
　
　
　
　
　
L
a
つ
ぐ
l

健
全
な
ど
に
出
席
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
。

こ
れ
は
、
同
和
問
題
に
対
す
る
町
民

の
関
心
の
度
合
い
や
取
り
組
み
の
姿
勢

L
p
）
か
言
．
∴
∴
∴
‥
く
L
D
ぅ
か
つ
ど
，

は
、
研
修
会
・
集
会
な
ど
の
学
習
活
動

へ
の
参
加
や
ふ
れ
合
い
の
多
少
と
、
か

な
り
深
い
関
係
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
か
ら
で
す
。

こ
の
問
題
I
C
対
し
て
の
回
答
は

・
出
席
し
た
こ
と
が
あ
る
二
〇
・
五
％

・
出
席
し
た
こ
と
が
な
い
七
九
・
五
％

と
い
う
結
果
で
あ
り
ま
し
た
。

ち
い
●
∴
∴
∴
∴
，
÷
C
F

研
修
会
・
集
会
や
、
地
域
で
の
懇
談

会
や
話
し
合
い
な
ど
に
出
席
し
た
こ
と

が
あ
る
も
の
が
、
二
〇
・
五
％
と
極
め

て
低
く
、
し
か
も
そ
れ
が
二
十
歳
・
三

〇
高
【
∴
∴
廿
だ
　
い
　
　
あ
あ

十
歳
代
の
若
い
世
代
に
多
か
っ
だ
の
は

才
人
8
人

残
念
で
し
た
。

I
I
I
 
O
 
I
I
I
 
O
 
I

「
出
席
し
た
こ
と
が
な
い
」

と
答
え
た
か
た
は
、
七
九
・
五
％
と
圧

別
　
心
　
用

例
的
多
数
で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
理

由
と
し
て
は
、

S
　
あ
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な

か
っ
た
の
で
・
・
…
三
三
・
六
％

し
＝
C
と
「
∴
∴
（
－
て
い

の
　
仕
導
や
家
庭
の
つ
ど
う
で
…
・
・

一
一
・
六
％

㈱
∴
な
ん
と
な
く
…
・
・
…
六
・
九
％

臼
　
ど
ん
な
こ
と
か
、
わ
か
っ
て

い
る
か
ら
…
…
…
・
四
・
四
％

㈱
　
自
分
は
差
別
し
て
い
な
い

か

ら

‥

‥

・

・

一

七

・

六

％

ひ
っ
よ
う
ー
∴
＝
T

の
　
必
要
と
思
わ
な
い
か
ら
・
…
…

二
五
・
九
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

㈲
と
の
の
理
由
は
と
も
か
く
と
し
て

の
か
ら
　
の
ま
で
の

「
な
ん
と
な
く
・
・
」

「
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
・
・
」

「
差
別
し
て
い
な
い
か
ら
…
⊥

「
必
要
と
思
わ
な
い
か
ら
・
」

と
い
う
こ
と
で
参
加
し
な
か
っ
た
と
回

答
き
れ
た
も
の
の
合
計
五
四
・
八
％
は

「
出
席
す
る
意
志
が
な
い
」

と
い
う
気
持
ち
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
同
和
問
題
に
つ
い
て

無
関
心
で
あ
り
、
正
し
い
理
解
や
、

く
く
ふ
ん
で
l
か
だ
い

「
国
民
的
課
題
で
あ
る
」

と
の
意
識
が
欠
け
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

と
り
わ
け
、

「
自
分
は
差
別
し
て
い
な
い
か
ら
」

「
必
要
と
思
わ
な
い
か
ら
」

と
い
う
も
の
は
、
以
前
に
も
申
し
ま
し

た
よ
う
に
、
自
分
で
、

「
差
別
悲
観
を
も
っ
て
い
る
」

と
自
覚
し
て
い
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
い

な
い
こ
と
か
ら
、
心
の
奥
に
ひ
そ
む

「
根
強
い
深
い
差
別
心
」

に
気
づ
い
て
い
な
い
た
め
で
あ
り
ま
す

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
が
同
和
問
題
の

解
決
を
大
き
く
阻
害
（
じ
ゃ
ま
）
し
て

い
る
こ
と
を
、
特
に
強
く
心
に
き
ざ
み

つ
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
つ
づ
く
）
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暖波2063番地
ら　え，－み

森　智恵美ちゃん

（筆享さんの長女）
昭和57年11月16日生

私の名前、宮崎のおばあちゃ
んが決めてくれたの。名前負
けしないようガンバラなくら

〇・・。朝はお母ちゃんのために

10時頃まで投であげて、後はバ

ッテリ甘えてあげます。

別府3614番地

案　泉美ちゃん

（語学さんの次女）
昭和57年9月22日生

お姉ちゃんが本を読んだり、
ブロックで遊んでいると、わた

しもいっしょに遊んでちょうだ

いとハイハイしていくの。そし

たら、おこられちゃう。なぜお

こられるのかわかんない．／

▽　　▽▽▽∇　　▽◎
科　　内持対揚　　時期
参象

金　　容品者所　　聞　白

熊艦体母生役の　9　7
科乱雲子後場問時月
食身手　7　保に3012
等長披　く　健お分　日
の等　12窒いかへ
相の　　カ　　で　ら　火
談判　　月　　く10）
定　　児　　だ時

さ　30
い分

僚
艦
衛
特
出
の
網
目
謬

「
南
国
ン
検
診
・

ゲ
妊
l
私
婦
出
棺
〔
談

7
月
5
日
（
火
）

9
時
0
0
分
ま
で
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

役
場
保
健
室

妊
産
婦

印
鑑
（
母
子
手
帳
を
受
領

す
る
人
の
み
）

産
前
、
産
後
の
す
ご
し
方

妊
婦
体
操

母
子
手
帳
交
付

∇
料
　
金
　
無
料

∇
期
　
日

∇
時
　
間

▽
場
　
所

▽
対
象
者

▽
申
込
先

▽
定
　
員

▽
料
　
金

7
月
2
0
日
（
水
）

受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
3
時

4
0
分

検
診
　
1
3
時
約
分
～

中
央
公
民
館

町
内
在
住
の
婦
人

保
健
衛
生
係
（
舘
話
で
可
）

6
月
2
7
日
か
ら

五
十
名
で
締
切

無
料

子
宮
ガ
　
ン
　
の
話
　
㈲

前
ガ
ン
変
化
に
つ
い
て
　
H

折
尾
田
中
産
婦
人
科
　
田
　
中
　
壮
　
介

子
宮
の
0
期
ガ
ン
は
子
宮
ガ
ン
の

出
発
点
で
あ
り
、
か
つ
治
療
す
る
の

に
一
番
好
都
合
の
時
燭
で
す
ね
。

そ
し
て
子
宮
の
0
期
ガ
ン
を
発
見

す
る
の
に
は
、
一
年
二
回
の
検
診
が

必
要
で
す
。
ま
た
検
診
を
励
行
し
て

い
れ
ば
、
発
ガ
ン
し
て
も
初
期
の
ま

ま
で
そ
れ
以
上
進
行
し
な
い
こ
と
も

分
っ
て
い
ま
す
。

最
近
前
ガ
ン
変
化
（
あ
る
い
は
前

ガ
ン
状
態
）
と
い
う
事
を
よ
く
聞
き

ま
す
が
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

尊
門
的
に
言
い
ま
す
と
「
子
宮
の

正
櫛
の
組
織
嬬
進
は
破
壊
さ
れ
て
異

常
を
示
し
て
い
る
が
、
ま
だ
ガ
ン
に

は
な
っ
て
い
な
い
状
態
で
す
。

度
々
申
し
て
き
ま
し
た
よ
う
に
、

ガ
ン
の
細
胞
は
体
外
か
ら
侵
入
し
た

も
の
で
な
く
、
人
体
の
正
常
細
胞
が

何
等
か
の
発
ガ
ン
刺
激
を
受
け
て
ガ

ン
に
変
わ
る
の
で
す
。
そ
れ
も
降
っ

て
説
い
た
よ
う
に
一
朝
に
し
て
変
わ

る
の
で
な
く
、
前
ガ
ン
状
態
と
い
う

中
間
過
程
を
経
て
、
ガ
ン
に
変
化
す

る
の
で
す
。

前
ガ
ン
状
鰹
の
特
徴
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

小
鮒
ガ
ン
状
態
か
ら
ガ
ン
に
進
む

期
間
は
、
三
年
か
ら
五
年
く
ら
い
と

い
わ
れ
て
い
る
。

㈲
ガ
ン
化
す
る
の
は
、
全
体
の
五

％
か
ら
一
〇
％
く
ら
い
で
あ
る
。

㈲
大
部
分
は
そ
の
ま
ま
の
状
態
が

つ
づ
き
、
衛
生
状
態
が
改
善
さ
れ
る

（
身
体
の
清
潔
、
節
度
あ
る
夫
婦
生

活
）
と
正
常
に
戻
る
こ
と
も
あ
る
。

㈲
無
症
状
、
無
自
銘
だ
が
、
細
胞

診
、
子
宮
拡
大
鏡
で
た
や
す
く
発
見

で
き
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
子
宮
ロ
ビ
ラ
ン
、
ポ
リ
ー
プ
、

子
宮
筋
腫
、
老
人
性
謄
炎
、
ト
リ
コ
モ

ナ
ス
、
腫
炎
は
不
正
子
宮
出
血
や
帯
下

が
あ
る
た
め
、
子
宮
頸
ガ
ン
と
ま
ざ
ら

わ
し
い
病
気
で
す
。
こ
れ
ら
の
病
気
を

前
ガ
ン
状
態
と
い
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
全
く
の
間
通
い
で

す
。
前
ガ
ン
状
態
は
発
ガ
ン
の
し
く
み

を
説
き
あ
か
す
か
め
の
、
一
つ
の
考
え

方
で
あ
り
、
病
気
の
名
前
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）
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7月のし尿くみ取り予定表
くみ 取り日 �大型車くみ取り地区 �，　小型車くみ取り地区 

1（金） �西町、木守、浅木の一都 �虫生津、上別府（花園）、砦 松、尾崎 

2（土） �東町 �広渡 

4（月） �虫生津（新屋敷を含む）、東 町の一部 � 

5（火） 6（水） �月2回くみ取り家庭 �月2回くみ取り家庭 

別府、木守、老良 

12（火） �旧停（旧3号線荒岡T「癖‾ 若松、尾崎の一部 � 

13（水） �「百存（旧3号線繭側）、鬼津 新町、遊資Iiiの一郎 � 

14（木） � �鬼津 

15（金） �遊資Iii �別府、上別府（鴻家） 

16（土） �！遭賀III、新町 � 

18（月） �新町 �千代九　鬼津（小黒掛）別臍 

19（火） �新町 � 

20（水） �月2回くみ取り家膣 �月2回くみ取り家庭 

21（木） �新町、広渡（中卒圃）、別府 � 

22（金） �新町（ユニード前通り一部） 別府 �－ 

鍵（土）i �士別賄、虫生津、浅木 � 

25（月）　鬼津、砦松、別府（語源） �� 

？ �ー　　‾　　ノゝ　－il � 

27（水） �別府 �鬼津、若松、松ノ木、道管 

28（木）　尾崎、別府の一郎 ��老良 

29（金） �浅木、若葉台、堂塔寺、上期 �浅木、鬼津（小鳥掛）、尾崎 
腐、木守、鬼津、虫草津の一部 �（蟹喰） 

0（土）　浅木 

圃
四
売
幽
魂

関
係
者
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◎
所
在
地
　
宮
崎
県
宮
崎
郡
佐
土
原
町

大
字
下
田
島
天
神
7
9
7
1
番
地

▽
名
　
称
　
天
神
基
地

▽
屈
出
先
　
佐
土
原
町
役
場
環
暁
衛
生

課
∴
田
0
9
8
5
1
（
3
）
2
5
7
0

▽
届
出
期
限
　
昭
和
的
年
1
月
9
日

◎
所
在
地
　
鹿
児
島
県
串
木
野
市
大
字

下
名
字
宮
之
脇
2
0
9
7
5
番

▽
名
　
称
　
野
元
恕
地

▽
届
出
先
　
串
木
野
市
役
所
健
康
管
理

課
環
境
衛
生
係
　
㊨
0
9
9
6
3
（

2

）

3

1

1

1

内

線

5

1

5

▽
届
出
期
限
　
昭
和
拙
年
1
月
1
0
日

◎
所
在
地
∴
愛
知
県
上
田
楽
町
字
東
田

3
0
3
1
番
地
の
1

▽
名
　
称
　
北
條
共
同
盤
的

▽
屈
出
先
　
北
條
共
同
鶉
的
管
理
者
新

穂
専
任
職
熊
谷
秀
雄
∴
韻
0
5
6
8

（
8
1
）
5
1
2
0

▽
届
出
期
限
　
昭
和
5
8
年
7
月
1
8
日

◎
所
在
地
　
沖
縄
県
国
頭
郡
宮
野
蛙
村

字
惣
慶
志
武
田
原
1
8
8
の
l

▽
屈
出
先
　
宜
野
座
村
役
拗
住
民
課
環

境
衛
生
係
　
範
（
0
9
8
9
6
8
）

▽
届
出
期
限
　
昭
和
5
8
年
1
月
2
6
日

◎
所
在
地
　
福
岡
市
中
央
区
舞
鶴
l
T

目
2
0
1
番
地

▽
屈
出
先
　
長
徳
寺
代
表
役
員
松
尾
博

仁
　
㊨
0
9
2
（
7
5
1
）
3
3
1
5

▽
届
出
期
限
　
昭
和
5
8
年
1
月
3
1
日

1
月
の
ゴ
ミ
収
集
予
定
表

「
手
洗
い
」
で
ノ
ミ
ク
ロ
の
敵
〟
封
じ

食
中
溝
の
原
因
は
細
菌
樫
、
化
学

性
、
自
然
轟
と
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分

け
ら
れ
ま
す
。
細
菌
性
食
中
誌
は
、

ま
さ
に
細
菌
に
よ
る
も
の
で
す
が
、

化
学
牲
食
中
琵
と
い
う
の
は
農
薬
な

ど
に
よ
る
も
の
、
自
然
誌
は
フ
グ
や

誌
キ
ノ
コ
な
ど
に
よ
る
中
誌
を
い
い

ます。こ
の
三
つ
の
中
で
手
を
洗
う
こ
と

で
予
防
で
き
る
の
か
l
、
細
菌
性
食
中

誌
で
す
。
た
と
え
ば
ブ
ド
ウ
球
菌
。

こ
の
菌
は
自
然
界
に
広
く
分
布
し
、

人
間
や
動
物
の
皮
膚
、
ハ
ナ
、
ノ

ド
、
暖
の
中
や
、
部
屋
の
中
に
も
浮

遊
し
て
い
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
こ
の
菌
は
、
い
っ
た
ん

人
の
手
や
ク
シ
ャ
、
＼
　
セ
キ
な
ど
に

ょ
っ
て
食
べ
物
に
付
着
し
、
増
殖
を

始
め
る
と
大
変
で
す
。
こ
の
菌
が
作

り
出
す
胃
腸
誌
が
、
食
中
誌
の
原
因

に
な
る
か
ら
で
す
。

こ
の
ブ
ド
ウ
球
菌
と
魚
介
類
に
付

着
し
て
い
る
陽
炎
ビ
ブ
リ
オ
、
動
物

憧
食
品
を
汚
染
す
る
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌

は
。
恐
怖
の
三
二
家
〟
　
と
い
え
ま

す。

「
食
事
の
前
に
手
洗
い
を
」
と
い

う
こ
と
は
顔
で
は
わ
か
っ
て
い
て
も

つ
い
怠
け
か
ら
で
す
。
片
手
だ
け
を

ち
ょ
っ
と
水
に
濡
ら
し
て
洗
っ
た
り

指
先
だ
け
を
申
し
訳
程
度
に
洗
っ
た

く
ら
い
で
は
ま
っ
た
く
の
逆
効
果
と

い
え
ま
す
。

と
い
う
の
は
、
爪
の
中
や
手
の
シ

ワ
の
中
に
眠
っ
て
い
る
菌
が
水
の
作

用
で
浮
き
上
が
っ
て
汚
染
を
増
や
す

よ
う
な
も
の
で
す
。
で
す
か
ら
調
理

す
る
人
は
、
ひ
と
一
倍
、
手
洗
い
に

は
念
を
入
れ
ま
し
ょ
う
。

ノ
ミ
ク
ロ
の
敵
〟
か
ら
自
衛
す
る

た
め
の
一
番
の
方
法
は
、
ま
ず
手
を

洗
う
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
を
お
忘
れ

な
く
。
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適塾麺顛㊧
0第一に重要なもの〝－タンパク質

あたしたちの体を構成しているのは細胞で、

その主成分はタンパク質です。筋肉や内臓、

血液をはじめ皮膚、つめ、髪の毛にまでタン

パク質が含まれており、わたしたちの体は、

タンパク顔でつくられているといえます。

まだ、タンパク額は体その‘のき橋成して

いる広がりでなく、ホルモンや酵薬、さらに

は病気に対する低調：力のもとになる小鬼疫帽子

の主成分ともなっています。

タンパク貨のことを英譜で「プロテイン」

といいますが、これは「第－・（＝重要な物」と

いうギリシャ譜に由来するといおれます。

タンパク質が体に取り入れられると、次の

ようにして体の成分となります。①アミノ酸

に分解される②腸で吸収される③宙びタンパ

lノー

ク質に合成される。このような分解と合成は

体の中で絶えず繰り返され、体の成分となっ

たタンパク質のうち－一都は、体の外に排出さ

れだりエネルギー源として浦賀されます。

エネルギー源となる栄養素には、ほかにも

椋強、脂頓がありますが、酵素やホルモンなど

の成分となる－というタンパク貨の働きは

煽塙や脂鏑では代用できません。ですから、

タンパク頃が全身にあらといっても、毎Hの

食事で一台敬は必ず補う必要があります。

らしタンパク質の摂取畳が不足すると、成

典が妨げられたり健康な体が維持でさなくな

ります。タンパク質に富む食品－肉、魚、

卯、大豆製鼠、牛乳などを積握的（二取るよう

にしましよう。

ただし、タンパク貨に偏った食事をし、必

要以上に取り過ぎると、ジン臓に気組がかかり

ますから注忠してください。

関
冷
凍
食
品
そ
の
③
［
開
聞
日

生
も
の
と
調
理
済
み
で
は

解
凍
の
仕
方
が
違
い
ま
す

冷
凍
食
品
を
お
い
し
く
食
べ
る
に

は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
解
凍
の
仕
方
が

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
お
い
し
さ
を
損
な
わ

ず
、
上
手
に
料
理
す
る
た
め
の
解
凍
方

法
を
ま
と
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

＜
自
然
解
凍
∨

魚
介
類
、
肉
類
な
ど
生
も
の
の
冷
凍

食
品
を
解
凍
す
る
に
は
、
低
温
・
室
温

“
流
水
解
凍
の
三
つ
の
方
法
が
あ
り
ま

す。

①
低
温
解
凍
…
フ
リ
ー
ザ
ー
（
冷
凍

庫
）
か
ら
冷
蔵
室
へ
移
し
番
え
、
低
温

で
ゆ
っ
く
り
解
凍
す
る
方
法
で
す
。
解

凍
に
時
間
が
か
か
る
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
予
定
を
立
て
て
、
例
え
ば
夕
食
に
利

用
す
る
場
合
で
す
と
、
前
の
晩
ま
た
は

朝
に
は
移
し
替
え
て
お
く
の
か
コ
ツ
で

す。⑧
室
温
解
凍
…
台
所
な
ど
涼
し
い
場
所

に
、
包
装
の
ま
ま
筒
い
て
自
然
に
解
凍

す
る
方
法
で
す
。
割
合
短
い
時
間
で
解

凍
で
き
ま
す
が
、
気
温
の
荷
い
季
節

は
、
解
凍
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
注
遺
し

ま
し
ょ
う
。

⑧
流
水
解
凍
…
水
道
の
水
で
解
凍
す
る

も
の
で
、
急
い
で
調
理
す
る
場
合
に
適

し
て
い
ま
す
。
包
装
の
ま
ま
の
冷
凍
食

品
を
ポ
リ
袋
に
入
れ
、
中
の
空
気
を
抜

き
、
ポ
リ
袋
の
口
を
き
っ
ち
り
朗
め
ま

す
。
そ
し
て
、
水
道
の
水
を
流
し
な
が

ら
解
探
し
ま
す
。
こ
の
場
合
、
冷
凍
食

品
に
宿
接
、
水
が
触
れ
な
い
よ
う
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

∧
田
理
済
み
冷
凍
食
品
の
解
凍
∨

調
理
済
み
の
冷
凍
食
品
は
、
そ
の
ま

ま
で
揚
げ
た
り
、
亀
子
レ
ン
ジ
で
解
凍

で
き
ま
す
。

①
清
潔
蝿
け
も
の
の
解
凍
‥
揚
げ
る
直

前
ま
で
フ
リ
ー
ザ
ー
に
入
れ
て
お
さ
ま

す
。
油
は
や
や
低
め
の
温
度
（
百
七
十

度
前
後
）
で
、
時
間
を
か
け
、
ゆ
っ
く

り
揚
げ
ま
す
。
一
度
に
た
く
さ
ん
入
れ

ば
い
乙
と
が
コ
ツ
で
す
。

②
富
子
レ
ン
ジ
解
凍
…
短
時
間
で
全
体

を
ム
ラ
な
く
解
凍
で
き
ま
す
。
包
装
の

ま
ま
解
凍
す
る
と
き
は
、
包
装
の
す
み

に
小
さ
な
穴
を
あ
け
て
ノ
、
だ
さ
い
。
こ

れ
は
、
空
気
膨
脹
で
包
装
が
破
れ
る
の

を
防
く
た
め
で
す
。

③
そ
の
他
の
解
凍
…
切
り
身
や
小
さ
な

貝
類
な
ど
は
、
調
味
料
に
つ
け
て
お
い

て
解
凍
す
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

◇
　
　
　
　
◇

最
後
に
、
ど
の
解
凍
に
も
共
通
し
て

い
え
る
こ
と
で
す
が
、
解
凍
の
し
す
ぎ

は
禁
物
。
時
間
を
お
か
ず
、
す
ぐ
調
理

し
ま
し
ょ
・
つ
。

穏
圏
闘
闘
圏
圃
V

河
中
簡
謹
選

お
り
お
り
に
風
吹
き
と
お
り
空
豆
は
菜

愛
反
し
て
白
く
光
れ
る
　
高
崎
　
咲
江

湯
気
た
て
て
宵
き
ピ
ー
ス
の
匂
い
立
つ

御
飯
に
子
等
の
見
る
目
か
が
や
く

柴
田
　
房

初
な
り
の
鏑
豆
な
れ
ば
珍
ら
し
と
隣
家

に
住
め
る
友
に
や
り
は
む
広
田
マ
ツ
ヨ

吾
が
魔
の
空
豆
ち
ぎ
り
田
辺
は
匂
い
た

だ
よ
い
懐
か
し
さ
か
も
　
大
物
ト
シ
ミ

庭
先
の
隅
に
植
え
た
る
は
じ
き
豆
は
や

く
も
雷
が
家
の
膳
を
賑
わ
す福
田
か
め
の
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7月上期の遠賀町主要行事

日南 ��行　苗∴∴内　容i時　可実施錨 ���担当課名 �畠的及び主な対象等i詳細 

6月27日 から �� �8：30－17南緯衝 ��住　民　課 �電離闇で可19ページ 

1 �金 �家　庭　教　育　学級（8） �10：00－12車央公輔 �� �家庭教育学級生 � 

読　書∴∴講　座IlO：00－12：00 ��中央公民館 �社会教育課 �「青い菱」会員で申込日 

3 �日 � �9‥00－　国学欝 ��社会教育課 �申込細は6月30日15ページ 
少女バレーボール教室l9：00－15：00i鵠竺育匡会教育課 ����昼食持参のこと　I 

譲6醗町球大会十00一　国前広場匡会調 ����搬受付は当日会場にて幸一ジ 

野外活動籠習会19：30－16：00 ��駅南グランド �社会教育課 �読書アリ‾ダ‾と育成会庫－ジ 

4 �月 �定例区長会巨00～　医会艦 ���庶　務∴課 �各区長　　i 

5 �火 �和裁教室（中00－15中央公民丁孟宗㌃ ����和裁教室生 � 
妊　婦　相　中：30 ��役場保健室 �住　民　課 �橿駿付　幸一ジ 阜大学生I 

6 �水 �老　人　大　学ilO：00－15中央公民館 ���社会教育課 

8 �金 � � �中央公民錦上会話㌃ ��家庭教育学級生　） 

9 �土 �同和問題i蘭∴漬会車0一　国民館 ���社会教育課 �お願いします �8ページ 
忽踊。民謡‖請∵密会中一21：0惇禁育 ��� �1人でも参加できますi4ペ÷ 

10 �日 �∴∵十二二＿∴∵∴∴∴ ��� �申込者　　i 

11 �月 �心配ごと相中00一16‥00 ��車館胴 �福　祉　課 �「：∴：∴∴「 

12 �火 �和　裁　敬　重（9） �9：00十5中央公民館 �� �和裁教範　【 
乳　児　相　談19：30－10：301役場保鰹 ���住　民　課 �生後7－12カ月児　幸一ジ 

13 �水 �老　人　大　学巨00－15：30 ��中央公民錦上会敬謙 ��老人大学生　i 

14 �木 �定例民生委員会中一 ��窮余艦上祉課 ��各民生委員　】 

15）金 ��家庭教育学数年00－12車央公輔‘ ��� �家庭教育学級生　i 

70歳になったら健康手帳（医療受給者証）の申請を
福祉課にしましょう。（保険証、印鑑を持参）


